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保護者の皆様へ 
本年度実施された全国学力・学習状況調査（６年生対象）及び、埼玉県学力・学習状況調査（４５６年生対象）における広沢小の

子どもたちの概要をお知らせします。子ども一人一人の成長のために、生活習慣や学習習慣をよりよいものにする家庭実践項目の
取り組みを進めていただければ幸いです。 

なお、本調査により測定できるのは、学力の一部であること、学校における教育活動の一側面に過ぎないことをご理解ください。
また、調査結果が序列化や過度な競争につながらないように十分配慮ください。本資料もそのあたりを十分踏まえた内容となってい
ます。 
 

教科の平均正答率・児童生徒に対する調査の結果から見える広沢小の課題                           
今年度の学習状況に関わる調査の結果は、学年や教科ごとに異なりますが概ね県・全国の

平均値を上回るものとなりました。平均値は学年が上がるごとに、高くなっていることが広沢小
の傾向です。 

一方で、学力の苦手傾向が明確になってきました。それは、「相手に伝えるための説明力」と
「よく考えて、正しいかどうかを考える批判的思考力」 です。国語では「文章を作成したり、読解力
を高めたり、相手に伝えたりするための能力）」、算数では「情報を捉え問題解決に生かす力、情
報の色々な側面を把握し、それを批判的に考察する力）」で県の平均を下回る結果となりました。 

また、自己有用感と規範意識*の面で課題が見られました。 

 

◆学習課題に関する学校での取り組み 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆自己有用感*と学力向上
 

「児童生徒質問紙」と「学力」の相関関係を分析すると、

という傾向にありました。 
以下の三つの要素を高めていくことが自己有用感の高まりにつながります。 

・存在感：「他者や集団の中で、自分の存在価値を実感できること」 

・貢 献：「他者や集団に対して、自分が役に立つ行動をしているという成就感」 

・承 認：「他者や集団から、自分が誰かに必要とされているという満足感」 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去に学習や学校生活に関して否定的な自己概念を抱いている子どもは、その自己概念のために前に進めなくなっています。

ということわざがあります。

 

、自己有用感を体験的に積み重ねていけるよう配慮し、工夫してい

くことで、自分に自信をもって熱心に意欲的に取り組める児童を育てていければと思います。 

この円は平均を

表しています 

*
 

*
 

国語 算数 

習ったばかりのことを練習する速い学び（解法を用いる問題など） 
他にも使えるかなどより大きな概念につなげるゆっくりとした学び（関係

を認識する問題など）速く学ぶか？ ゆっくり学ぶか？どちらがよいとおも
われますか。  

速く学ぶことの利点は、短期的に成績が高まることです。一方、ゆっくり
学ぶことは、短期的には学習を難しく、より苛立たしく、時間のかかるもの
にしますが、長期的にはより高い効果をもたらし長期的進歩が望めます。 

学習効果を高める手法の一つに「生成効果」という言葉があります。自
分一人で答えを出そうとすると（生成しよう）とすることは、たとえ出した答
えが間違っていても、その後の学びは強化されるようです。 


